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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
○全国の記録と同程度、上回った項目 

 握力、長座体前屈、立ち幅跳び 

○全国の記録より下回った項目 

 上体起こし、反復横跳び、ハンドボール投げ 

２０ｍシャトルラン、５０ｍ走 

・運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好き

という生徒の割合は男女とも、全国、札幌市よりやや低いこ

とから、体育の授業のみならず、部活や昼休み、校外ででき

る機会等の発信の必要性と考える。 

 
○前回の記録と同程度、上回った項目 

 握力、長座体前屈 
○前回の記録より下回った項目 

 上体起こし、反復横跳び、２０ｍシャトルラン 

 ５０ｍ走、立ち幅跳び、ハンドボール投げ 

 

・運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好き

という割合は男女とも、全国、札幌市より低いことから、ま

ずは体育の授業で運動の楽しさをより体感できるような授

業の工夫、実践、発信が必要と考える。 

 ○「運動やスポーツをすることが好き」と回答 

する生徒の割合 

   Ｒ６ 男子７０．６％ 女子２５．６％ 

 

○体育の授業を除く一日の総運動時間 

 Ｒ６ 男子一日平均 約９８分 女子約５８分 
・運動やスポーツをすることが好きという生徒は、運

動部活動加入率から、Ｒ６より上昇していると考え

られ、それに伴い平均総運動時間も多少なりとも増

加していると考えられる。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

  ・生徒の健康診断結果を踏まえ、歯の健康や睡眠のとり方、ストレスとの向き合い方など、ほけんだよりなどで心身の健康に繋がる情報を発信 

する。 

  ・給食だよりを活用し、望ましい食生活など『食育の促進』を図る。 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

・生徒が運動の楽しさを体感で

きるよう、自ら課題を見つけ

掴み、課題克服のために考

え、体を動かす（使う）こと

ができるようになる授業の実

践。 

・技能の指導に偏ることなく、

生徒同士で教え、学び合う姿

勢に重点を置いた授業の実

践。 

・体育授業時における、基礎体

力作りの充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

・シャボテンログを活用し、朝食の

有無の確認と朝食を摂ることへの

声掛けを行う。 

・シャボテンログを活用し、就寝時

間、起床時間を把握し、睡眠時間

への声掛けを行う。 

・毎朝シャボテンログを入力するこ

とで、自分自身の生活リズムや心

の状態の振り返りを促す。 

 

 

 

 

・体育常任委員会での活動の一つ

である『運動する機会を持たせ

る』ことを目的とした、体育館

とグラウンド（冬期間含む）、

テニスコートの開放と種目の充

実を図る。 

・年に２回、学年の枠を越えて行

う【PK合戦】と【フリースロ

ー合戦】の実施。 

・学年別に行う体育大会の実施。 

 

 

 

 



 


